
■ 再生エネルギーを通じた地域貢献をめざして
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7.環境研究

　教職員の社会貢献活動

ナタネオイル

三重大学伊賀研究拠点は、平成21年4月に、高等教育機関

のもつノウハウを通して、伊賀市民の文化的啓発、地域環境保

全、地域産業との共同研究の促進、既存産業の高度化やイノ

ベーション等による新産業創出を進めるために開設され、さまざ

まな地域密着型の研究や技術相談に取り組んでいます。また、

人材育成を目指した地域貢献事業として、高校生を対象にサイ

エンスパートナシッププログラム（SPP）や伊賀市教育研究会（理

科部会）の支援等を実施しています。

一方、研究事業の

中で伊賀市の推進す

る｢バイオマスタウン

構想｣を技術的に支

援することも重要なミ

ッションの一つとなっ

ています。特にこの構

想の中核をなす｢菜

の花プロジェクト｣で

は学校給食センター

等から排出される廃

食用油を原料にして

アルカリ触媒法（図1）

でバイオディーゼル燃

料（BDF）を製造して

います。

この伊賀版BDF製

造事業は①エネルギ

ーの地産・地消、②廃

食料油のリサイクル、③CO2の削減といった利点があります。

図1の工程からも明らかなように、純度の高いBDFを精製するた

めに、エステル化反応で合成した粗BDFを温水洗浄する工程

が必須です。同時にエステ

ル化反応の副産物として

グリセリンが生成されます。

研究を始めたころは高濃

度の油分がエマルジョン化

した洗浄廃水の処理と純

度の低い副生グリセリンの

処理が関係者の悩みの種

でした。しかし、燃料費が高騰している現在、副生グリセリンは有

価物に変身し、重油等と混合し補助燃料として熱回収利用さ

れ問題は解決しています。また、国内BDF製造所の大部分は、

同様の湿式法を採用しており、廃水が原因で付近住民とのトラ

ブルがあると聞いています。本研究拠点では長年の研究により

安価かつ迅速にこのエマルジョン含有廃水を塩析によって水

層と油（BDF）層の分離に成功し、廃水を浄化するプロセスを

開発し、現在、実証稼働しています。

図2は開設時か

らのBDF月間製造

量の変化です。現

在 は、約 8 0 0 ～

1,000L/月の間で

推移しており、その

積算製造量は約

37kL（H26.6現在）

に 達しまし た 。

BDFの主な用途は菜の花プロジェクトで利用する農業機械の

燃料です。BDFの品質に関しては酸価（AV）、純度、トリグリセ

ライド、水分量、密度（15℃）および動粘度（40℃）をモニタリン

グしています。水分量が400～700ppmと、基準値（500ppm）

よりもやや高いですが、他の項目はおおむね基準値の範囲にあ

り、本BDF使用に起因するトラブルは発生していません。なお、

伊賀市では軽油とBDFを混合するのではなく、100%のBDFを

燃料として利用しています。

ところで、日本で燃料として使用される化石燃料は約6,000

万KL/年といわれ、BDFの製造量ポテンシャル（0.4万KL/年）を

用いても寄与率は微々たるものです。しかし、地域・用途を伊賀

市・農業系に限定すると市内で使用する農業系化石燃料の

2%近くを製造したBDFでまかなえることが推定され、まさに「エ

ネルギーの地産・地消の世界」が見えてきます。BDF使用に基

づくCO2削減量は約30t-CO2/年と推定されます。

本研究拠点に設置した伊賀市のBDF製造機は製造能力が

100L/バッチと小さないわゆる｢コミニティスケール｣の製造機です。

しかし、東日本大震災時では化石燃料が直ちに枯渇し、東京か

らNPOが持参したBDFが脚光をあびたとも聞いています。私た

ちも、遠からぬ将来の東南海地震等に向けて非常エネルギー

の確保・備蓄は喫緊の課題です。もし、200LのBDF（半年程

度は冷暗所保存可能）と小型発電機が備蓄されていれば支援

を座して待つことなく、被害の状態等を携帯端末等にて積極的

に発信することができ、結果として受ける｢支援の質｣の向上が

期待されます。また、震災で避難所において食料の次に必要と

なるものが｢暖｣や｢あかり｣の確保です。私たちは、製造された

BDFはこのような簡易燃料としての利用価値があると考え、現在、

安全性に重点を置いた研究を進めています。

菜の花プロジェクトでは休耕田にナタ

ネを植え、6～7月に収穫し、化学薬品を

用いた抽出工程を経ないプレス搾油しま

すので、昔懐かしい油の｢におい｣がします。

現在、テンプラ油とエキストラバージンオ

イルの2種類が製造・販売され、いずれも

高価ですが、｢ドレッシングに最適｣等の

非常に高い評判を得ています。皆さんも

伊賀産バージン油を使ってみてください。

BDF製造機

【図1：アルカリ触媒法による
BDF製造工程】

【図2：BDF製造量の推移】

8.環境コミュニケーション

〈表1〉各学部教職員の環境関連委員会・研究員参画数

〈表2〉各学部教職員の環境関連共同研究・受託研究・受託事業数

本学における教職員の社会貢献活動を表す指標として、

各教員の県や市町村などの環境審議会、環境影響評

価委員会、リサイクル製品認定委員会などの委員の兼

任件数を調査した結果を表1に示します。また、環境関

連共同研究・受託研究・受託事業の研究相手方の延

べ件数を表2に示しました。これらのデータから、各学部と

も学部の特色や専門性を活かし、特に県内における環境

関連委員会などにおいて専門知識を提供していることが

分かります。研究面においては県内外、官民に関係なく

幅広く社会貢献活動を活発に展開していることが分かり

ます。
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当センターは、伊賀地域の産業振興と文化力の向上を目指し、国と伊賀市の補助を受け、財団

法人伊賀市文化都市協会が建設しました。産学官が連携して「環境・食・文化」に関する新産業

の育成を図るほか、大学関係者等が企業や農林商工業者などと共に研究することにより人材育成

につなげ、小・中・高校生への教育活動を通して後継人材を育てるなど、伊賀地域の活性化を図っ

ています。

①研究開発機能としては、研究室７室、照明実験室、低温実験室、付属温室を活用し、産学官

連携の研究プロジェクトを実施するほか、企業が大学などと共同研究します。大企業や大学の持つ

優れたシーズを地域の中小・ベンチャー企業が活用して事業化することや、農商工連携の強化によ

り新たな産業の展開を図ります。②インキュベーション機能としては、起業家を支援するインキュベー

ション室5室（一部細分室化）を設け、常駐のインキュベーションマネジャー等の支援を受けることが

できます。③人材育成機能としては、テクノホールや分析室を活用したセミナーや研修会、研究者

間の交流などが行われています。

● 産学官連携地域産業創造センター「ゆめテクノ伊賀」声声

伊賀市副市長

財団法人伊賀市文化都市協会
副理事長
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